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打』コ中ルの圃驚が制御できる最適停止問題  

斎藤毅 SAITOT＄uyOSbi  

という場合、手付金は返ってこないものとする。  

以下、次の仮定を設けておく。  

0＜d＜－α－ぶ＋β〝  （1）  

ここでβは割引率、〝は分布の平均値である。  

2。基本方程式  

まず、叫（肌W）、叫（y）を次のように定義する。   

叫（y，W）：時点壬で最大予約済価値がy、かつ価  

値wの自動車に出会っている状況で、それ  

以後最適政策をとったときの総期待利益。  

叫（y）＝ガ叫（刷珊  

このとき、叫（肌叩）は次の式を満たす。ただし  

時点は最終時点を0として、後ろ向きにとって  

いる。  
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孔。はじめに   

本研究では、各時点に現れるオファーの将来  

におけるリコールの可否が、ある金額を払うこ  

とによって制御できるという最適停止問題につ  

いて考える。以下、中古車購入問題を例に問題  

状況を説明しよう。   

ある人が今年中に車を一台入手しなければな  

らないとする。彼は毎日、中古車センターを回っ  

ているが、バスを利用しているため毎日β円だ  

け費用がかかる。出会える自動車の価値は最低  

でα、最高でわである。しかし、実際の価値は  

センターに着くまでは分からず、事前にはその  

価値が分布ダに従うことしか分かっていない。  

また、見つけた自動車に対して手付金d円を払  

えば予約することができるものとする。   

なお、買う自動車は一台だけであるから、ど  

の時点においても、予約した自動車のうちで最  

大価値のものだけを記憶していればよい。また、  

新たに自動車を予約する場合や購入する場合、  

その自動車の価値はそれまでの予約済自動車の  

価値の最大値を上回っていなければならないこ  

とは言うまでもない。   

さて、あるセンターで手ごろな自助車を見つ  

け、その吟味を終えた後、彼はそこで一つの決  

定を下さねばならない。それは次の四つのどれ  

かである。1．その自動車を買ってセンター回り  

を止める（A卵。2．その自動車に手付金を払っ  

て予約しておくがセンター回りは続ける（月C）。  

3．その自動車には手付金を払わずパスしてセン  

ター回りを止める、すなわち予約済みの自動車  

を買う（P∫）。4．その自動車には手付金を払わ  

ずパスしてセンター回りを続ける（㌘C）。（ここ  

で各記号は次の意味である。皇ccepも、塾饉erVe、  

宣top、Gomtinue。）このとき、どの決定が期待  
利益を最大化する合理的決定となるか。これが  

本間題の基本的な課題である。   

ただし、予約しなかった自動車のリコールは  

許されず、また、予約したが別の自動車を買った  

甘 

Aぶ：Ⅷ  

月C‥－d－ぶ＋β恥1（w） 

P∫：y  
（2）   

PC：－β＋動ト1（y）   

叫（y，ぴ）＝maX  

叫（y，ぴ）＝maX（A：叫P‥y）  （3）  

ここで次の関数勾（l可、ギ（y）を導入すると（2）  

式は（6）式のようになる。  

z土（l〃）＝m弧（叫－d－β＋β均一1（w））（4）  

zP（y）＝maX（肌－β＋卯t－1（y））  （5）  

叫（肌W）＝m弧（z電（∽），Zg（y））   （6）  

凱】鼠過敏策  

£t：勾（w）の（）内の二者を等しくする．ぴ。  

現在の自動車についてのβC分岐点。   

胡：ギ（y）の（）内の二者を等しくするy。  

最大予約済価値についての∫C分岐点。  

仏土（y）：仏土（y）＝maX（可zt（ぴ）＝ギ（y））  

現在の自動車のRP分岐点（最大予約済価  

値がyのとき）。  
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とする。これらはすべてのt≧1に対して、区  

間（α，りに一意に存在することが証明できる。   

時点亡で最大予約済価値がyのときに見つけ  

た価値uの自動車に対する決定ルールは次のよ  

うになる。（図1）  

最適予約ルール   

ぴ＞動（y）ならwを予約、さもなくばパス  

せよ。  

最適停止ルール  

1．予約をする場合  

l〃＞烹tなら探索を停止、さもなくば続行せよ。   
2．パスをする場合   

y＞朝なら探索を停止、さもなくば続行せよ。   

この問題では遁t（y）、あ、朝が決定ルールに  

おいて重要ポイントとなる。   

4．結輪  

1．まtはtに関して厳密に増加である。   

2．盆冒は亡に関して定数であり、それは  

β上b  

ma・X（ズ，モ）止F（∈）一エーβ＝0（7）  

胡  む  の解かである。   

3．勅（y）はyに関して厳密な増加関数で  

あり、常に仏土（y）≧yとなる。   

4．動（y）はfに関して非減少である。   

5．手付金と予約領域   

これまで手付金dは仮定（1）を満たす定数と  

してきたが、£tはdに関して厳密に減少、動（y）  

はdに関して非減少であるため、dの値によっ  

ては予約領域（月C）の存在しないケースがある。  

（図2）   

ちなみに仮定（1）をd≧0に緩めると次のこ  

とが言える。   

この最適停止問題はd＝0とすると従来の  

「リコールありの最適停止問題」に、d→（刀で  

は従来の「リコールなしの最適停止問題」に帰  

着される。川   

また、「リコールが不確実な最適停止問題」【2I  

との結合問題も課題として残される。  

図1：RCのある場合  
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図2：月Cのない場合   
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